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平和が長く続いた証拠ではありますが、現在の若い世代にとって「戦争」は歴史や遠

い国の出来事となりつつあるように感じられます。

そんな中、今年の２月にはロシアのウクライナ侵攻が本格化し、日本でも痛ましい

ニュースが毎日のように流れるようになりました。遠い出来事のように感じられた戦

争が一気に現実味を帯びてきました。

二度と繰り返してはいけない戦争。未来を担う子どもたちが戦争や平和についてどん

な学習をして、どんな思いをもっているのか。今年の平和特集はそんな子どもたちの

まっすぐな思いを集めてみました。
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平和特集
「未来を担う子どもたちが思う平和」「未来を担う子どもたちが思う平和」

世界が平和であるために世界が平和であるために

離れていても、できることはある！離れていても、できることはある！

-子どもボランティア隊の募金活動--子どもボランティア隊の募金活動-

×

学校ではこんなことをやってるよ！学校ではこんなことをやってるよ！

坂本さん（右）と出原さん（左）
ビシッと決めポーズをしてくれました！
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ボランティア！
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平和学習を
通して

戦争に対する思
いや、戦争を起こ
さないために何
をすればいいの
か市内小学生の
子どもたちが考
えました。

実際に戦争体験をされた語りべ

さんから当時の話を聞く平和学

習。実体験をされた方が身近に

いることを肌で感じる貴重な学習

です。

7/4（月）、高知市で行われた平和

祈念式へ市内中学生が参列。平

和への思いを込めた折り鶴を献上

しました。戦争を知らない世代とし

ては初めての参列となりました。

市内小中学校で行われている平和学習

授業で行われる平和学習

日本の原爆被爆や沖縄戦、高知大空襲な

どについてＤＶＤや教材を使って戦争の恐

ろしさや平和とは何かを学習しています。

地域の戦跡や、地域で保管している当時

の戦闘機の部品なども見学しています。

修学旅行

広島・沖縄などを訪問し、資料館見学や

現地ガイドの講話を聴きます。訪問前に

は事前学習を実施しています。

わたしと同じ年くらいの
子が友達の

前で息を引き取ることは
とても残酷

なこと。今幸せに暮らし
ていること

がありがたくてたまりま
せん。

人のいのちがなくなった
らいけないからせんそう
はやめてほしいです。

ばくだんが落とされて、
こんなに関係のない人
が亡くなっているなんて
予想外でした.

せんそうはやめて！

みんなにや
さしくした

らいいと思い
ました。

戦争の時代
は給食が

週に1回だけ
だったと

きいてびっく
りした.戦争はどん

なことが

あってもいけ
ないこと

だと思います
。

せんそう
を起こさないためには、みんなでたすけあったり、人のことを思ったりすることと、ケンカをつくらないようにすること
です。

今この

風景が当たり前

に思えるけど昔の人

には平和な場所に思

えると思う。

昔、日本

が何十年間も戦争

をしていたことを学ん

だ。ウクライナ紛争もこ

んなに続くのかと思

うとこわい.
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あ
る
の

き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の

か
な
、
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
武

か
な
、
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
武

力
を
手
放
せ
ば
、
自
衛
も
必
要
な

力
を
手
放
せ
ば
、
自
衛
も
必
要
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

募
金
を
終
え
て
思
っ
た
こ
と

募
金
を
終
え
て
思
っ
た
こ
と

は
、
遠
い
国
の
こ
と
だ
か
ら
関
係

は
、
遠
い
国
の
こ
と
だ
か
ら
関
係

な
い
、
で
は
な
く
て
離
れ
て
い
て

な
い
、
で
は
な
く
て
離
れ
て
い
て

も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
！
と
い

も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
！
と
い

う
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
困
っ
て
い
る

う
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
し
、
で

人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
し
、
で

き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ

き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
思
い
を
Ｋ
Ｋ
Ｖ

れ
か
ら
も
こ
の
思
い
を
Ｋ
Ｋ
Ｖ

の
後
輩
隊
員
た
ち
に
引
き
継
ぎ

の
後
輩
隊
員
た
ち
に
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る

な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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